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事業費の内訳

ニセコ・羊蹄山の
環境保全

ニセコアンヌプリ地区なだれ事故防止対策協議会負担金
（なだれ・山岳事故防止対策事業）

倶知安・ニセコ両町やニセコアンヌプリに立地する各スキー場などで構成するニセコアンヌプリ地区な
だれ事故防止対策協議会の負担金。ニセコルールの啓発やニセコなだれ情報の強化を図っている。
風速計の設置が進み観測体制が強化されているとともに、今後はなだれ情報発信体制の強化・継承
を行っていく。

4,066 観光商工課

安心・安全な
リゾートの形成

ニセコひらふ安全センター事業（臨時交番の運営）
リゾート開発に伴う急速な交流人口の増加や国際化の進展に伴い、ニセコひらふ地区における地域住
民や観光客の安全安心を確保するため、倶知安警察署管内から警察官、また道警本部から自動車警
ら隊の派遣をうけ、同地区に臨時交番を設置し、運営・維持していく事業。

2,234 住民環境課

人件費 地域DMOの事務担当者の人件費。

事務費 地域DMOの事務経費や計画管理経費。

案内費 JR倶知安駅案内所およびニセコひらふウェルカムセンター案内所の運営経費および案内用印刷物作成費。

着地型連携事業
特に繁閑差の解消に資する既存コンテンツの磨き上げや新規コンテンツの造成を行う事業。マウンテ
ンバイクトレイルの盛り上げや受入環境の良化、アドベンチャートラベルの推進が見込まれる。関連す
る事業者を横断的に連携させる仕組みをつくり地域全体の魅力を向上させていく。

サスティナブル事業
JクレジットによるCO2削減と森林保全、ガイド育成による観光客受入の質的向上や環境調査を行うほ
か、環境に負荷をかけない形での登山道やトレッキングルートの整備も行う。

サマーコンテンツ事業
繁閑差対策としてのサマーステイ事業費。ワーケーションから発展したニセコサマーカレッジの開催な
どサマーステイで滞在する方々へのコンテンツ提供を行う。

MICE事業
DMOが軸となってMICEの特にミーティング＆インセンティブを取り込んでいく。MICEモデルコンテンツを
活用したプロモーションや商談会強化を行いつつ、DMCの育成につなげていく。

戦略的広報プロモーション事業
広報プロモーションを戦略的に行うため、専門スタッフの教育と発信力強化に継続して取り組む。SNS
による情報発信（FaceBook,Instagram,YouTube等）では、BtoCのみならずBtoBの発信力も強化する。
ニセコの話題性や注目度を活かしたパブリシティ強化とメディアタイアップを行っていく。

エデュケーション事業
合宿誘致・教育旅行誘致について、アクティビティ事業者との連携やMICEコンテンツを活用を行う。合
宿可能施設の一覧や受け入れ可能なメニューについての発信も行っていく。

維持管理業務 山開き・スキー場安全祈願祭、ウィンターオープニングパーティ等のための経費。

夏季二次交通広域化エンターテイメ
ントおよび夏のナイト号運行事業

倶知安観光協会とニセコリゾート観光協会が共同で運営し、ニセコエリアの各リゾートをオープントップ
バスでつなぐスカイバスニセコ2024運行事業（昼：ニセコパノラマ号、夜：ニセコナイト号）。

冬季二次交通事業
冬季の受入環境整備としてひらふ無料循環バスの運行とくっちゃんナイト号の運行を行う。2024-25
シーズンよりナイト号も無料化することで、受入環境の向上と市街地への回遊促進を図る

観光DX事業

デジタル技術を活用した受入環境整備として、リゾートに訪れた観光客がリゾートで提供されるサービ
スをスムーズに活用するため、スマホを活用したタッチポイントを整備するほか、同じシステムをマイナ
ンバーカード連携させた上で住民が活用することで、住民側はローカル向けサービスを活用できるよう
にする取り組み。

8,369

(15,900)

ニセコ観光圏協議会負担金
※カッコ内の金額はニセコ観光圏において他町負担金や国
の補助金を合算した実際の事業費

ニセコエリアに位置する蘭越町・ニセコ町・倶知安町及び各観光団体で構成するニセコ観光圏協議会
を通じて、観光圏のプラットフォームである地域連携DMOのAI観光案内機能やニセコアプリを支援する
ことで、受入環境提供の継続を図る。また、バスロケーション情報機能の提供継続と各種マップコンテ
ンツとのAPI連携を行う。このほか全国観光圏協議会関係事業、観光客満足度調査、ウィンタースタッ
フトレーニング・ドライビング教習なども行う。

観光客対応情報発信
※カッコ内の金額は補助対象者において自主財源などを合
算した実際の事業費

ニセコリゾートマップ発行、リゾートエリアにおけるマップ掲出、ニセコデジタルマップへの情報掲出によ
る、観光地での情報提供に対する支援を行う。

■令和６年度 宿泊税を財源とした事業一覧 単位（千円）

施 策 個 別 施 策 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 担 当 課

リゾート地としての
質の向上

地域ＤＭＯ支援事業

倶知安町における観光の旗振り役を担っていく地域DMO（倶知安観光協会）を下支えし、受入環境整
備やコンテンツ造成、観光人材育成、繁閑差解消、コロナ禍からの回復を目指した各種観光振興事業
を行うほか、地域DMOの組織体制強化を図る。管理費の補助対象経費を定額補助し事業費の一定割
合を補助。

196,179

(219,378)

ニセコエリア観光客受入体制整備事業
ニセコエリアの広域観光を推進するため、ニセコ観光圏を構成する近隣２町（ニセコ町・蘭越町）と連携
した観光客実態調査、研修会事業やスタッフトレーニング、デジタル分野での情報発信・受入環境整
備、着地での情報提供事業の下支えを行う。

7,700 669

内訳
※内訳金額はニセコ観光圏
協議会負担金の額および補
助金の額

リゾートタウンとしての
魅力の向上

“観光インフラ”の
整備

159,802 23,983 12,394

観光商工課

内訳
※内訳金額は町から地域
DMOへの補助金の額

※カッコ内の金額は地
域DMOにおいて自主
財源などを合算した実
際の事業費



宿泊税 その他特定財源 一般財源

事業費の内訳

■令和６年度 宿泊税を財源とした事業一覧 単位（千円）

施 策 個 別 施 策 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 担 当 課

800 129

100 - -

9,800 881

500 50

14,000 1,240

観光パンフレット作成事業
ニセコ山系観光連絡協議会負担金。「ニセコエクスプレス」を協議会で作成しており、観光案内施設や
宿泊施設等に無料配布および設置するもの。

929

ひらふ坂案内マップ更新 ひらふ坂歩道部分に設置している「ひらふ坂案内マップ」の時点更新経費。 100

ひらふスキー場第1駐車場安全管理事業
利用増や利用形態の変更に伴い狭隘化が進んでいるひらふスキー場第１駐車場において、誘導員を
設置し利用者の安全を確保するための経費。

10,681

ひらふ地域防犯カメラ等設置補助金 地域DMOである倶知安観光協会で進めているニセコひらふ地区の防犯カメラ設置に関する補助金 550

ニセコHANAZONOリゾート連絡交通補助金
日本ハーモニー・リゾートが運行し、花園地区⇔ニセコひらふ地区の連絡交通の一部を担っている
HANAZONOシャトルの運行支援を行う。また、HANAZONOエリア宿泊客向けの市街地連絡交通が行
われる際には、あわせてこれも支援する。

15,240

※事業費及び事業内容は令和６年度当初予算時点のものである。地域DMOの事業内容や事業額は、国等の各種補助金の活用により年度途中での変動が見込まれる

観光商工課

ひらふ地区ロードヒーティング事業
地元要望により拡幅設置したひらふ坂の歩道部分及び町道の一部分でロードヒーティングを行い、冬
季間の観光客や歩行者の通行と送迎車等の走行の安全を確保する。

25,418 25,418 - - 建設課

路線バスキャッシュレス決済機導入事業

ニセコバスが倶知安、ニセコ地域で運行する観光型路線５路線（倶知安線、ナイト号、ニセコ線、ニセコ
周遊バス、ユナイテッドシャトル）で稼働するバス１０台へクレジットカード決済端末機器を導入する。
導入予定機器で対応可能なカード会社はVISA及びJCB。
導入経費はニセコバス、ニセコ町、倶知安町の３者で負担する。

7,085 6,500 585

町民向けタクシー確保事業

倶知安町町民向けタクシー確保事業補助金交付要綱に基づく町民向けタクシーを運行した事業者に
対して補助金を交付して、町内移動の配車依頼に対応できる町民向けタクシーを確保する。
冬場における市街地でのタクシー需用について把握することにより、今後必要となる輸送力の確保に
向けた対策を執ることが可能となり、タクシーの長時間町内不在の解消などによる住民の生活交通確
保やリゾート目的の観光客を含むインバウンド増加に対応した移動手段の確保に繋がる。

8,190 3,800 4,000 390

タクシー不足解決に向けたニセコモデル実証事業

東京や札幌など他地域からタクシードライバーの派遣を受けて、主として冬期のリゾートエリアのタク
シー不足緩和を図る。
その際に生じるドライバーの滞在費用について、倶知安町とニセコ町で応分の負担額をニセコ観光圏
協議会を通じて負担金として支出する。

7,844 7,200 644

ニセコひらふエリアマネジメント交付金
倶知安町ニセコひらふエリアマネジメント条例に基づき計画を認定した、ニセコひらふエリアマネジメン
トの活動のための交付金。エリマネ団体がニセコひらふ地区の美化や環境整備を行っていく。

5,770 5,300 470 観光商工課

宿泊税の啓発徴収に係る経費等
宿泊税徴収事務事業 宿泊税を適正に徴収、納付管理を行うため、徴収管理システムなど事務事業費に充てる。 880 880 - -

税務課

宿泊税特別徴収義務者徴収奨励金 前年度の徴収額実績や申告納入状況に応じて、特別徴収義務者に徴収奨励金を交付する。 12,500 12,500 - -

合計 306,035 260,000 27,983 18,052

リゾートタウンとしての
魅力の向上

“観光インフラ”の
整備

総合政策課

持続可能な観光地づくり


